
令和 2 年７月３１日現在 

国頭地区中学校体育連盟 

新型コロナウイルス感染症に係わる大会実施ガイドライン 

 

１．大会開催に関する基本対策 

   大会の開催に関しては、これまでに通知されたスポーツ庁及び沖縄県ガイドライン等に

基づき、以下の 4つの項目を重視した万全の感染症対策を講じた上で実施する。 

 １）日頃の部活動での感染症対策（各学校の部活動感染対策） 

 ２）大会当日の感染症対策（チェックリストや競技運営上の感染対策） 

 ３）大会開催規模縮小の感染症対策（密集を避けるための感染対策） 

 ４）大会期間中、大会終了後の感染症対策（健康監察等による感染対策） 

 

２．大会期間と大会会場について 

 １）8/1(土)・2(日)を基本として、9(日)・10(月)の期間とする。 

 ２）可能な限り大会期間と会場を増やして、密集状態の時間短縮を図る。 

 ３）規模の大きな公共施設を利用し、密集を防ぐ。 

 ４）大会会場は屋内・屋外かかわらず常に換気できる環境を整える。事前に施設を確認し、常

時換気することができない競技は、時間を設定した換気を必ず行うこと。 

 ５）駐車場は、混雑を避けるため大会運営関係者のみ利用し、選手の送迎などは時間を決めて

乗降する。 

 ６）チームの控え場所は、密集・密接を避けて大会会場の屋外に割り当てる。 

 ７）ベンチを有する競技は、選手同士の間隔が十分に取れるように設置する。 

 ８）給水場やトイレなどは利用できる場所を増やして対応する。 

 ９）会場内・出入口・トイレなど身近な場所にに消毒液や消毒石鹸を設置する。 

 

３．大会運営について 

 １）大会関係者（役員・選手・監督など）は、2週間前から体温を計測し、各学校の健康チェ

ックシートに記録しておくこと。 

２）大会関係者（役員・選手・監督など）は、大会当日の体温が 37.5℃以上ある場合または強

いだるさ等の体調不良者は帰宅させる。また、途中で体調が悪くなった場合も速やかに帰

宅させる。 

 ３）役員は必要最低限の人数で行う。 

 ４）身なり点検は、各学校で行い、会場では行わない。 

 ５）参加者および会場に入れるのは、 

①登録選手と登録外の 3年生。 

②申込用紙に記載された監督などの指導者 

③校長・教頭・学校職員。 

④3年生の保護者を優先に認める。 

   ⑤卒業アルバム委託業者。 



 ＊保護者の観戦については、「沖縄県イベント実施ガイドライン」に基づき、競技人数

や会場規模により、大会本部の判断で人数や学年保護者の制限を設ける。 

 ＊保護者の観戦については、事前に名簿を作成し大会本部に提出する。当日会場へ入場

するときに「ID」を受け取ること。 

 ＊アルバム業者は、大会本部で受付を行い、「ID」を受け取ること。 

 ６）緊急の場合は、保護者の車を近くに停め、会場に入るなど適切に対応すること。 

 ７）競技時、練習時、審判時など以外でマスクが必要とされる場合は全員マスクを着用するこ

と。常に咳エチケットを意識すること。 

 ８）水分補給は、各自で水筒やスクイズボトルを準備する。 

 ９）式典は行わず、表彰のみとする。 

 10）試合開始と試合終了のあいさつのみとし、握手や相手ベンチへのあいさつ、円陣を組むな

どは行わない。 

 11）試合前や試合後のミーティングは可能な限り屋外で十分な距離を取って行う。 

 12）競技で使用する用具（ボールなど）を試合ごとに消毒する。また、施設内のドアノブなど

良く手が触れる場所は計画的に消毒する。 

 13）その他、適宜アナウンスや巡回を行うなど、大会運営を通して感染症予防対策が必要な場

合は、適切に対応する。 

 14）競技の特性に応じた感染症予防対策については、競技会場を考慮しつつ競技毎に競技運営

方法や特別規則を設定して対応する。 

 

３．試合観戦について 

１）会場に立ち入る場合には、マスクを着用する。 

 ２）会場に消毒液等の準備はするが、応援に来る方はできるだけ各自で準備する。 

 ３）会場内・会場周辺・トイレなど、密集・密接を避けること。 

 ４）屋内競技会場では、密集を避けたスムーズな入れ替えができるようにするため、出入口を

指定する。入場時、退場時には時間差をつけるなど工夫する。 

５）各自で靴袋を準備して履物を持ち歩く。 

 ６）大きな発生での応援や選手への密接を避け、応援終了後は速やかに帰宅すること。 

 

４．クライシスマネジメントについて 

 １）本ガイドライン等に基づく感染症対策を十分に講じることができない場合が生じたとき

は、緊急性・必要性等を踏まえ、「対策委員会」を立ち上げて対応する。 

 ２）中止・延期・規模縮小等についても「対策委員会」で検討する。 

 ３）「対策委員会」の構成員は、地区中体連執行委員会の役員とし、保健所や相談センター等

関係機関と連携し、対処する。 

 

 

 ＊今後の感染症拡大状況により、ガイドラインの変更が予想されます。随時「国頭地区中学校

体育連盟ホームページ」で更新していきますので、ご確認ください。 

 


